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a. 農林学類・生物資源学類
{平成 5年度(農林学類) ) 
生物環境造成学
単 標準
授業科自 位 震修
数 年次
生物環境造成
学概論
農業工学 2 
森林・林産工 2 2 
AうM乙， 
農林情報・シ 2 2 
ステム工学
実施
m 当
学期
主合 木
2 山 口
中
を令 木
2 中
1-2 木
山 口
2 中
3 佐久間
教 官 授 業 概 要
人間が豊かに生活するた
めに，最も効率よく自然
のエネルギーを活用する
光 間4 ための工学的手段，人間
彰 の生存に必要な生物が，
俊 1進 育ちやすい環境を造り維
持してゆくための物理的
手法を学び，糸口を概説
する O
農業生産の基盤である土|
地と水並びに生産物に必
要なエネルギーを投入・
光 間i 活用する食糧生産体系で
俊 雄 自然環境及び生活環境
との謂和のとれた生産総
合システムのあり方を解
説する O
森林・農山林・都市をと
りまく環境の保全，快適
環境の造成，林産物収穫
正 之 のための作業法と治山
彰 治水，林産物を利用する
ための工学，林産物につ
いての化学についてそれ
ぞれ要点を講述する O
システム解析と設計につ
いて，情報論，線形計酒
俊 雄 動的計画，待合せ論，
泰 一 論理システム，シュミレ
ーションなどの基礎を解
説し，農林学へのシステ
ム工学手法の応用例を論
述する O
微分積分学と線形代数の
応用数学 2 2 2 山 博 初等的な講義を，農林学
3 佐久間 泰 一 の応用的例題を中心に行
佐 竹 隆 霊長 うO 応用能力を養うこと
をB的とする O
力学の基礎から始め， 71<. 
基礎流体工学 2 2 2 佐 藤 政 良 と空気の流れについて，
山 口 智 治 そこで成立する基本的な
力学法則と工学的利用の
原理を中心に解説する O
作物の生産基盤としての
観点から土壌をとらえ，
土粒子と土壌水の状態と
土壌物理学 2 2 京r-'-> 部 征 雄 運動に関する物理的諸原
理とそれぞれの試験法に
ついて説明する O 居場で
の水循環としての土壌水
の浸潤，再分配，蒸発，
植物による吸水などの応
用面についても学ぶ。
マイクロコンビュータの
動作原理やこれを用いた
機器制御を習得後，統計
環境造成情報 2 2 目IJ ) 1 孝 昭 計算，数値計算， システ
処理及実習 瀬 言E 誠 之 ムシュミレーションなど
につき実際の計算機を用
いて演習する O 使用言語
は， BAS 1 C， FORTRAN を
用いる O
生物環境造成学の各専門
分野の研究に必要とされ
鈴 木 正 之 る基礎的な実験方法及び
生物環境造成 2 ~IJ ) 1 孝 昭 実験結果の処理，解析法
学実験 安 部 征 雄 について学ぶ O 内容は，
，Bethヨi' 田 文一郎 計測法概説，土壌試験法
，流体計測，力学計測，
環境計測，材料試験法な
どO
生物環境造成学における
生物環境造成 2---4 笹 尾 影 最近の重要な諸問題・諜
学特別講義 題について解説する O
卒業研究 6 4 1---3 全 教 官
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生物環境造成学〈農業土木学〉
単 標準 実施
授業科g 位 震修 担 当 教 官 授 業 概 要
数 年次 学期
作物生産基盤としての農
地の役割jを明確にし，今
農地工学 2 多 田 敦 後求められるよい農地と
は何かを考察し，これを
造成整備する工学的手段
について説明する O
農地工学，土質工学に関
農地工学演習 3 2 安 音5 征 雄 する問題の解答と討議を
多 出 敦 通じて，農地工学の基礎
佐久題 泰 的理解を深める O
農地の造成・整備の設計
農地工学実験 3 3 佐久間 泰 -施工に必要な臨場や土
安 部 征 f議 壌の物理的・力学的性質
を把握する実験方法を習
得させる O
構造物の基礎あるいは構
造物を構成する土の力学
的性質について学ぶO 内
土質工学 2 3 安 部 征 討を 容は，土庄・セン断・斜
面の安定・正密・地盤内
応力，土中の透水・締固
め・土の工学的分類・土
質調査・土質試験などに
わたる O
農業水利学は，力ンガイ
と排水に関する理論と方
法を研究する学問である
農業水科学 3 主令 木 光 掲リ D 具体的には，作物と土
壌水分の関係，降水と流
出との関係，水田及び畑
地カンガイ，地下及び地
表排水などについて講述
する O
水理学に関する伊j題の解
農業水利学演 3 2 佐 藤 政 良 答と討議を通して，水理
習 学及び農業水科学の基礎
的な理解を深める O
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カンガイ，排水に関する
基礎的理解を深めるため
農業水不IJ学実 3 2 佐 藤 政 良 ，主に， 71<.そのものの水
験 幸三 山 ↑専 理的挙動及び水利施設と
足 立 泰 久 の関係に関する実験を指
導する O
水文学についての基礎的
概念と水文素過程を解説
応用水文学 2 杉 出 博 し，あわせて水文資料の
整理・解析法についても
述べる O
かんがい排水学分野にお
ける適用を想定しながら
応用水理学 2 3 2 佐 藤 政 良 水に関する力学の基礎的
原理とその応用，計算手
法について解説する口
距離測量，平板減量， ト
ランシット測量，水準測
調t 量 λう以二， 2 3 佐久間 泰 一 量等の方法と計算， リモ
ートセンシングの応用に
ついて講義する O
トランシットによる角測
量， レベルによる水準測
測量実習 2 佐久間 泰 一 量，平板測量， トラノくー
大坪 輝 夫 ス担il量、路線WJl量など、
足 立 泰 久 主として農林地を対象と
実習を行う O
土壌の密度，粒度，透水
性・構造， pF-水分，コ
ンスタンシー限界などの
土壌物理学実 3 安 部 征 雄 土壌物理性に係わる諸測
昼食 佐久間 泰 一 定法を修得することによ
り，土壌の物理的性質を
理解させる O
農業生産の基盤をなす農
業用水と農地に関して，
その開発・利用・整備・
農業土木計画 3 佐 藤 政 良 保全を計画する際に留意
壬五t問λ 佐久間 泰 一 すべき技術的，法・行政
制度的背景を解説する O
また，農村地域および集
落の計額についてもふれ
るO
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土木@建築播造物に非常
に多く変われる鉄筋コン
鉄筋コンクリ 2 毛 手リ 栄 征 クリートについて，その
ート 設計の基礎となる理論及
び計算法について説明す
るO
農業土木に関する土質・
土壌の測定法，農地整備
農業土木実習 3 童全 木 光 題i -開発の計画及び謡査，
佐久関 泰 一 流量観測法，カンガイ・
排水施設などの計蕗及び
設計について実習を行う
生物環境造成学(農業機械・施設学〉
単 標準 実施
授業科呂 位 履修 担 当 教 宮 授 業 概 要
数 年次 学期
農業における農業機械の
役割を概説し，農業動力
農業機械学 2 3 中 俊 雄 -農用作業機の性能，構
造，原理を解説すると共
に，機械化計画の考え方
を詳述する O
JIS規格製図法に基づい
た機械製密の理解を深め
，農業機械の主要機素，
農業機械学設 3 2 池 正 之 ロータリ耕うん装置，は
計及び演習 j龍 ) 1 z自r、ミt 弘 つ土板プラウ等を対象と
した CAD技術を修得さ
せる。
農業機械に関する計測法
農業機械学実 3 2 池 正 之 の体得，及び機械や材料
験 j箆 ) 1 =自yてご 弘 の諸特性を把握し，実験
黒 石 巌 を通じて工学的感覚を極
養する O
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農業動力源としてのトラ
クタを対象として各種動
力源の作動原理や力学，
農業動力学 2 3 3 池 正 之 トラクタの運動力学，動
力伝達装置，性能と試験
法などにつき，最近の新
技術も含めて講述する。
農産物の加工・製造に関
農産工学 2 3 亡Eとコ 崎 繁 連する単位操作について
解説する。
農産物の加工工程に付帯
する機械・装置の設計に
関する基本的問題から応
農産工学設計 2 HIJ J 1 孝 昭 照的問題に至るまで，演
及演習 佐 竹 隆 霊長 習形式で学び，更に，具
体的な装置の設計を実施
する O
亡Eと3 崎 繁 農産物の加工に関連する
農産工学実験 3 3 前 J 1 孝 昭 物理化学的実験並びに単
佐 竹 経 霊長 位操作実験O
粉粒体に関連する機械的
粉体工学 2 3 亡口と 崎 繁 単位操作について解説す
るO
穀類共乾施設，畜舎及び
佐 原 侍 温室などの農業施設の種一
農業施設学 2 3 瀬 古老 誠 之 類と構成並びにそれらの
機能について，基本設計
の立場から解説する O
農業施設学に関する基礎
問題を，主として計算演
農業施設学設 3 山 口 智 治 習を通じて理解し，又，
計及演習 農業施設の基本計画・設
計法を実例に郎して学ぶ
農業施設学に関する計測
法を体得し，施設・設備
農業施設学実 3 山 口 智 治 及び材料の諸特性を理解
験 瀬 会E 誠 之 する O 施設・設備・材料
の特性試験，施設内外環
境の測定解析法など。
??』?
農業生産 流通の場にお|
ける狭義の環境〈気候的
農業環境調節 2 2 瀬 能 誠 之 環境〉の成立機構を解説
工学 するとともに環境調節法
に関する基礎とその応用
について講述する o
農林用構造材のうちの弾
性材を対象として，一般
力学を理解し，応用力を
応用力学及び 2 3 1--3 木 正 之 養う o 内容は，単純・組
演習 栃 木 主己 良E 合わせ応力，はりのせん
断力・曲げモーメント・
応力・変形，ひずみエネ
ノレギー ， 長柱， トラス，
ラーメンなどである。
機械・装霊などを制御す
るための基礎的知識を身
メカトロニク 2 3・4 竹 田 繁 につける O 主たる内容は
ス 自動制御の基礎，サー
ボ機構， 自動調整，プロ
セス制御など O
食糧の生産に関連する各
種資源、の形成因子や棺剰
効果の発現及び再生可能
資源・エネノレ 2 3 3 HIJ ) 1 孝 昭 エネルギーの開発と利用
ギー論 について，生態系を含め
た熱力学的考察に基づき
解説する O
施設・機械設計及び改善
農作業工学 2 4 佐 原 簿 一 の基礎となる生産工程シ一
ステムとその研究手法を
論ずる O
工作材料としての金属材
料・金属組織及び熱処理
を含む各種加工法の概要
機械工作法及 2 3 2 池 正 之 を解説し，これらの加工
び実習 3 黒 石 巌 法の中から，手仕上げ，
板金，鍛造，各種溶接，
機械加工等の技術を修得
し，種々の金属加工品を
作成する O
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近代農業に欠かすことの
できない農業トラクタに
ついて，実践にて基礎的
知識を学び，飽場にて作
業機を装霊して運転し，
農業機械実習 3 ì~~ } 1 z国rτミご 弘 安全な運転操作と応用の
黒 石 巌 技術を習得する O 併せて
エンジンを分解組立て，
その原理構造技術を修得
する O また，牽引車庫入
れの高等技術を練習する
O 
L幽幽
生物環境造成学(森林環境工学〉
単 標準 実施
授業科目 位 履修 H! 当 教 r民ム円， 授 業 概 要
数 年次 学期
森林資源の恒続的有効利
用のための伐採搬出過程
を主たる対象に霊き，林
道の配置と機械・施設類
森林工学 2 3 2 鈴 木 正 之 の適正な構造，性能並び
に使用法を解説し，あわ
せて環境保全，菌土保全
との関連における作業計
画法について講述する O
木材生産過程と森林保全
とを一貫した対象として
林業土木並びに機械に
森林工学実験 3 2 木 正 之 関連した特有な実験及び
実習 大 坪 輝 夫 関連する実習を課すこと
により，森林の取り扱い
に関する工学的感覚をか
ん養する O
森林経営の基盤となる林
道を，特に，集運材作業
の立場からとらえ，長期
的展望に立った建設計画
林業土木学 2 3 鈴 木 正 之 と，具体的な設計上の問
題について解説し，あわ
せて土工，擁壁工，のり
面保護工などの施工法に
ついて講述する O
Lー ← t ー
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自然災害のうち，特に，
山崩れ，地すべり，土石
流など 2 主として豪雨に
砂防工学 2 天 田 品 自 伴なう土砂災害について
その形態と処理計画に
認し，基礎理論と技術に
ついて述べる O
流域保全という視点から
土砂移動現象とそれに保
わる 7.K文現象を取り上げ
砂訪工学演習 3 真 板 秀 具体的な問題を通して一
弘、訪の果たすべき役割に
ついての理解を深める O
文献購読による問題把握
計算演習による認識の
深化という授業方法をと
るO
砂防に関連した7.K，土砂
および森林に関する特有
砂防工学実験 2 真 板 秀 な実験および実習を諜す一
実習 ことにより，流域の保全
についての基礎的理解を
深める O
自然・農村・都市空間の
保全や造成，快適環境を
緑地工学 2 4 天 田 i号 自 目的として緑地計部の立
場からアプローチを行う
。
現地演習林において林道
主令 木 正 之 及び砂防に関する調査並
天 田 高 白 ぴに測量を行い，これを
森林環境工学 3 富 抜 秀 一 もとに関連の設計図書類一
実習 大 坪 輝 夫 の調製方法を学び，森林
砂 坂 フE 幸 の利用及び保全のための
工学的感覚を体得させる
図形幾何学は，物の形や
位品を種々の方向から投
象して，正確に図面にあ
製図及び実習 2 3 2 ~Ij ) 1 孝 昭 らわすことを自的とする
天 田 主向吉「 白 D 内容は，空間，立体を
平面上にあらわす作図法
を学び，応用として設計
製図に必要な製図の規則
画き方を修得させる O
??
生物環境造成学〈林産工学〉
単 標準 実施
授業科自 位 履修 m 当 教 宮 授 業 概 要
数 年次 学期
木材及び木質材料を対象
として，それらの組織構
林産加工学 富 田 文一郎 造，物理的性質，機械的
栃 木 紀 虫B 性質などの基礎的知識と
応用としての加工法など
について講述する O
木材加工技術の実際につ
いて基礎的な実習を行う
林産加工学実 2 栃 木 紀 自E O 木工工具及び木工機械
習 黒 石 巌 の構造と使用法の修得，
簡単な木製品の制作など
を内容とする。
木材及び木質材料を対象
として，その物理的な性
能や利用技術について実
林産加工学実 3 3 栃 木 高己 自5 験を行う。内容は，木材
験 組織，物理的性質，強度
加工性の測定，木質材
料の製造などがある O
木質系の複合材料につい
援合材料学 2 3 2 富 田 文一郎 て，その製造技術，性能
加工技術，利用方法な
どについて講述する O
木材を工業材料として製
品化するための物理的・
機械的加工操作を行う機
林産機械学 2 3 栃 木 紀 虫E 械及び装置について解説
し，更に，加工操作にお
ける機械及び材料の挙動
について概説する。
植物材料として最も広く
利用されている木材を主
な対象として，主要成分
林産化学 3 山 口 彰 であるセルロース，ヘミ
セルロース， リグニン及
び抽出成分などの化学的
性質を述べ，その利用法
について説明する O
'---幽一明 u 」ー一一ーーー 岡ー山
? ? ??
林産化学の中から基本的
に重要と患われる 項に
林産化学演習 3 2 山 ロ 彰 ついて演習を行う O 特に
黒 田 健 一 浸透性，成分分析法な
ど問題を解くことにより l
理解を深める O
木材の微生物による分解
林産化学実験 3 山 ロ 彰 木材分析法による主要
黒 田 健 成分の分析，ク口マトグ
大 井 洋 ラフィーによる成分分析
などの実験を行う O
林産物利用化学のうち，
林産物利用化 2 黒 出 健 一 特にパルプ製造，木材の
子，llL. 劣化防止，炭化，加水分
解及び抽出などに関して
講述する。
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〔平成 6年度〈生物資源、学類) ] 
生物環境造成学
単 標準 実施
授業科目 位 履修
数 年次 学期
生物環境造成 2 
AうMこ， 2 
農林情報・シ 2 2 集中
ステム工学
実用解析 2 2 
3 
応用力学 2 2 
熱工学 2 2 
t! 当
主令 木
中
主合 木
山 口
中
佐久鴎
杉 山
佐久間
佐 竹
主令 木
栃 木
j龍 ) 1 
山 ロ
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教 官 授 業 概 要
農林業の場における自然
環境および生活環境との
光 同j 調和のとれた生物生産総
俊 雄 合システム，ならびに農
正 之 山村・都市を取りまく環
彰 境の保全，環境に配慮、し
た林産物利用について要
点を解説する O
システム解析と設計につ
いて，情報論，線形計画
俊 雄 動的計画，待合せ論，
泰 一 論理システム，シュミレ
ーションなどの基礎を解
説し，農林学へのシステ
ム工学手法の応用例を論
述する O
微分積分学と線形代数の
博 初等的な講義を，生物資
泰 一 源学の応用的例題を中心
経 顕 に行う O 応用能力を養う
ことを自的とする O
農林用構造材のうちの弾
性材を対象として，一般
力学を理解し，応用力を
正 之 養う O 内容は，単純・組
主己 虫E 合わせ応力，はりのせん
断力，曲げモーメント・
応力・変形，ひずみエネ
ルギー，長柱， トラス，
ラーメンなどである O
熱力学及び伝熱工学の基
礎を概説する O さらに，
P日T ~L 生物資源生産への応用の
智 治 立場から，熱機関，冷凍
，空気謂和などについて
も解説する O
力学の基礎から始め，水
基礎流体工学 2 2 2 佐 藤 政 良 と空気の流れについて，
3 山 ロ 矢El口 治 そこで成立する基本的な
力学法制と工学的利用の
原理を中心に解説する O
作物の生産基盤としての
観点から土壌をとらえ，
土粒子と土壌水の状態と
土壌物理学 2 2 安 部 征 雄 運動に関する物理的諸原
理とそれぞれの試験法に
ついて説明する。魁場で
の水循環としての土壌水
の浸漉，再分配，蒸発，
植物による吸水などの応
局面についても学ぶO
物の形や位品を種々の方
向から投象し，正確に鴎
面化することを呂的とす
製鴎及び実習 2 2 3 木 村 俊 範 る図形幾何学をベースに
空間，立体を 2次元平
面上に表す作図法を学び
設計，製園に必要な規
則，麗き方の基礎を修得
させる O
1年生の時に学んだ「情
報処理(講義)J及び「
同〈実習)Jの知識を基
礎として，統計計算，数
環境造成情報 2 2 自日 J 1 孝 昭 値計算，システムシミュ
処理及実習 瀬 ム信じ 誠 之 レーションなどにつき実
タk 鈎 揚四郎 際の計算機を用いて学ぶ
O 使用言語は， B A S 1 
C， FORTRANを用
いる O
生物環境造成学の各専門
分野の研究に必要とされ
主令 木 正 之 る基礎的な実験方法及び
生物環境造成 2 elJ J 1 孝 昭 実験結果の処理，解析法
学実験 安 部 征 雄 について学ぶO 内容は，
富 田 文一郎 計測法被説，土壌試験法
佐 竹 隆 霊長 流体計測，力学計測，環
足 立 泰 久 境計測，材料試験法など
卒業研究 6 4 1--3 全 教 官
」一一 L 一一一
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生物環境造成学〈農業土木学〉
単 標準 実施
授業科目 位 履修 m ニ、iゴ， 教 宮 授 業 概 要
数 年次 学期
作物生産基盤として，ま
た環境保全上の農地の役
農地工学 多 白 敦 事jを明確にし，今後求め
られるよい農地とは何か
を考察し，これを造成整
備する工学的手段に
ついて説明する O
農地工学，土質工学に関
農地工学演習 3 2 安 部 征 雄 する問題の解答と討議を
多 自 敦 通じて，農地工学の基礎
佐久間 泰 的理解を深める O
農地の造成・整備の設計
農地工学実験 佐久間 泰 一 -施工に必要な薗場や土
安 部 征 雄 壌の物理的・力学的性質
を把握する実験方法を習
得させる。
構造物の基礎あるいは構
造物を構成する土の力学
的性質について学ぶ O 内
土質工学 2 3 安 部 征 雄 容は，土圧・セン断・斜
面の安定・圧密・地盤内
応力・土中の透水・締固
め・土の工学的分類・土
質調査・土質試験などに
わたる O
農業水利学は，カンガイ
と排水に関する理論と方
法を研究する学問である
農業水車j学 2 3 鈴 木 光 間t O 具体的には，作物と土
壌水分の関係，降水と流
出との関係，水田及び畑
地カンガイ，地下及び地
表排水などについて講述
する O
水理学に関する例題の解
農業水不Ij学演 3 2 佐 藤 政 良 答と討議を通して，水理
習 学及び農業水利学の基礎
的な理解を深める o
' 
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カンガイ，排水に関する
基礎的理解を深めるため
農業水科学実 3 2 佐 藤 政 良 主に，水そのものの水
験 杉 出 博 理的挙動及び水草iJ施設と
足 立 泰 久 の関係に関する実験を指
導する O
水文学についての基礎的
概念と水文素過程を解説
応用水文学 2 山 博 し，あわせて水文資料の
整理・解析法についても
述べる O
かんがい排水学分野にお
ける適用を想定しながら
応用水理学 2 3 2 佐 藤 政 良 水に関する力学の基礎的
原理とその応用，計算手
法について解説する o
距離測量三，平板測 ' ト
ランシット測量，水準浪Ij
浪Ij 豆E王重 うA以三. 2 3 佐久間 泰 一 量等の方法と計算， リモ
ートセンシングの応用に
ついて講義する o
トランシットによる角測
量， レベルによる水準測
測量実習 2 3 佐久間 泰 一 量，平板測 トラノ〈ー
足 立 泰 久 ス減量，路線減盤など，
主として農林地を対象と
する実習を行う。
土壌の密度，粒度，透水
性・構造， pF-水分，コ
土壌物理学実 3 3 安 部 征 雄 ンスタンシー限界などの
験 佐久間 泰 一 土壌物理性に係わる諸測
定法を修得することによ
り，土壌の物理的性質を
理解させる。
農業生産の基盤をなす農
業用水と農地に関して，
その開発・利用・整備・
農業土木計画 2 3 佐 藤 政 良 保全を計画する際に留意
吾ーム問 佐久間 泰 一 すべき技術的，法・行政
制度的背景を解説する O
また，農村地域および集
落の計画についてもふれ
i一塁。
土木・建築構造物に非常
に多く使われる鉄筋コン
鉄筋コンクリ 2 2 毛 手Ij 栄 征 クリートについて，その
ート 設計の基礎となる理論及
び計算法について説明す
るO
農業土木に関する土質・
土壌の測定法，農地整備
農業土木実習 2 多 出 敦 -開発の計画及び謂査，
佐久間 泰 一 流量観測法，カンガイ・
排水施設などの計画及び
設計について実習を行う
一一一一
生物環境造成学(農業機械・施設学〉
単 標準 実施
授業科目 位 履修 m 当 教 官 授 業 概 要
数 年次 学期
農業における農業機械の
役割を概説し，農業動力
農業機械学 2 中 俊 雄 -農用作業機の性能，構
造，原理を解説すると共
に，機械化計画の考え方
を詳述する O
]IS規格製図法に基づい
た機械製図の理解を深め
農業機械の主要機素，
農業機械学設 3 2 池 正 之 ロータリ耕うん装置，は
計及び演習 j龍 J 1 z自r、ミt 弘 つ土板プラウ等を対象と
した CAD技術を修得さ
せる O
農業機械に関する計測法
農業機械学実 2 池 正 之 の体得，及び機械や材料
験 j龍 ) 1 =ヨyて~ 弘 の諸特性を把握し，実験
黒 石 巌 を通じて工学的感覚を福
養する O
」一一」…
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業動力源、としてのトラ
クタを対象として各種動
力源、の作動涼理や力学，
農業動力学 2 3 池 正 之 トラクタの運動力学，動
カ伝達装霊，性能と試験
法などにつき，最近の新
技能も含めて講述する O
農産物の加工・製造に関
農産工学 2 コEと3 告奇 繁 連する単位操作について
解説する O
農産物の加工工程に付帯
する機械・装置の設計に
認する基本的問題から応
農産工学設計 2 前 ) 1 孝 昭 用的問題に至るまで，演
及演習 佐 竹 経 顕 習形式で学び，更に，具
体的な装置の設計を実施
する O
τロt:- 崎 繁 農産物の加工に関連する
農産工学実験 3 ~Ij ) 1 孝 昭 物理化学的実験並びに単
佐 竹 経 顕 位操作実験。
粉粒体に関連する機械的
粉体工学 立Eと3 崎 繁 単位操作について解説す
るO
穀類共乾施設，畜舎及び
佐 原 侍 一 温室などの農業施設の種一
農業施設学 2 瀬 官E 誠 之 類と構成並びにそれらの
機能について，基本設計
の立場から解説する。
農業施設学に関する基礎
問題を主として計算演習
農業施設学設 2 山 ロ 智 治 を通じて理解し，又，農
計及演習 業施設の基本計画・設計
法を実例に即して学ぶ。
農業施設学に関する計測
法を体得し，施設・設備
農業施設学実 3 山 ロ 智 治 及び材料の諸特性を理解
験 瀬 音色 誠 之 する。施設・設備・材料
の特性試験，施設内外環
境の測定解析法など G
L-自由幽ーー幽-ー ーー 」ー
??
農業生産・流通の場にお
ける狭義の環境(気候的
農業環境課箆 2 3 2 瀬 音色 誠 之 環境〉の成立機構を解説
工学 するとともに環境調節法
に関する基礎とその応用
について講述する O
機械・装置などを制御す
るための基礎的知識を身
メカトロニク 3・4 竹 田 繁 につける O 主たる内容は
ス 自動制御の基礎，サー
ボ機構， 自動調整，プロ
セス制御などO
食糧の生産に関連する各
種資源の形成因子や棺剰
効果の発現及び再生可能
資源・エネル 2 3 3 MIJ J 1 孝 昭 エネルギーの開発と利用
ギー論 について，生態系を含め
た熱力学的及び熱工学的
考察に基づき解説する O
施設・機械設計及び改善
農作業工学 2 4 佐 原 惇 の基礎となる生産工程シ一
ステムとその研究手法を
論ずる o
現代生活に欠かすことの
できない金農，特に鉄鏑
とは何か，その物理的，
機械工作法及 2 3 2 黒 石 巌 機械的性質を実験を交え
実習 3 て解説し，金属で物を作
る各種の方法を学び，こ
れら各種の方法で実際に
物を作り，板金，各種溶
接，機械加工の技術を修
得する O
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近代農業に欠かすことの
できなし 業トラクタに
ついて，実誌にて基礎的
知識を学び，爵場にて作
業壌を装置して運転し，
農業機械実習 3 j龍 J I1 呉 5L 安全な運転操作と応用の
黒 石 巌 技術を習得する O 併せて
エンジンを分解組立て，
その原理構造技能を穆得
する。また，牽引車庫入
れの高等技術を練習する
O 
生物環境造成学〈森林環境工学〉
単 標準 実施
授業科目 位 履修 f~ 当 教 官 授 業 概 要
数 年次 学期
森林資源、の恒続的有効利
用のための伐採搬出過程
を主たる対象に置き，林
道の配置と機械・施設類
森林工学 2 鈴 木 正 之 の適正な構造，性能並び
に使用法を解説し，あわ
せて環境保全，国土保全
との関連における作業計
画法について講述する D
木材生産過程と森林保全
とを一貫した対象として
，林業土木並びに機械に|
森林工学実験 2 木 正 之 関連した特有な実験及び
実習 大 坪 輝 夫 関連する実習を課すこと
により，森林の取り扱い
に関する工学的感覚をか
ん養する o
森林経営の基盤となる林
道を，特に，集運材作業
の立場からとらえ，長期
的展望に立った建設計画
林業土木学 2 安全 木 正 之 と，具体的な設計上の間
題について解説し，あわ
せて土工，擁壁工，のり
面保護工などの施工法に
ついて講述する。
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自然災害のうち，特に，
山崩れ，地すべり，土石
流など，主として豪雨に
砂防工学 3 天 田 l奇 自 伴なう土砂災害について
その形態と処理計画に
関し，基礎理論と技術に
ついて述べる O
流域保全という視点から
土砂移動現象にそれに係
わる水文現象を取り上げ
砂妨工学演習 3 2 富 板 秀 具体的な問題を通して砂一
防の果たすべき役割につ
いての理解を深める O 文
献購読による問題把握，
計算演習という授業方法
をとる O
砂妨に関連した水，土砂
および森林に関する特有
砂防工学実験 3 2 真 板 秀 一 な実験および実習を課す一
実習 ことにより，流域の保全
についての基礎的理解を
深める O
自然・農村・都市空間の
緑地工学 2 4 伊 藤 太 一 保全や造成，快適環境を
目的として緑地計画の立
場からアプローチを行う
現地演習林において林道
主令 木 正 之 及び砂防に関する調査並
天 田 品 白 びに測量を行い，これを
森林環境工学 3 真 板 秀 もとに関連の設計図書類一
実習 大 坪 輝 夫 の調製方法を学び，森林
の利用及び保全のための
工学的感覚を体得させる
? ????
生物環境造成学(幹産工学〉
単 標準 実施
授業科g 位 履修 m 当 教 官 授 業 機 要
数 年次 学期
木材及び木質材料を対象
として，それらの組織構
林産加工学 2 富 出 文一郎 造，物理的性質，機械的
栃 木 紀 皇E 性質などの基渡的知識と
応用としての加工法など
について講述する O
木材加工技術の実際につ
いて基礎的な実習を行う
林産加工学実 3 2 栃 木 紀 自5 O 木工工具及び木工機械
習 黒 石 巌 の構造と使用法の修得，
簡単な木製品の制作など
を内容とする o
木材及び木質材料を対象
として，その物理的な性
能や利用技術について実
林産加工学実 3 栃 木 主己 fm 験を行う O 内容は，木材
験 組織，物理的性質，強度
加工性の測定，木質材
料の製造などがある O
木質系の複合材料につい
複合材料学 2 2 富 出 文一郎 て，その製造技術，性能
加工技術，利用方法な
どについて講述する o
木材を工業材料として製
品化するための物理的・
機械的加工操作を行う機
林産機械学 2 栃 木 紀 良E 械及び装置について解説
し，更に，加工操作にお
ける機械及び材料の挙動
について概説する O
植物材料として最も広く
利用されている木材を主
な対象として，主要成分
林産化学 山 口 彰 であるセルロース，ヘミ
セルロース， リグニン及
び抽出成分などの化学的
性質を述べ，その利用法
について説明する O
L..園町周ー皿ーーーー
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林産化学の中から基本的
に重要と思われる事項に
林産化学演習 2 山 口 彰 ついて演習を行う O 特に
黒 田 健 ，浸透性，成分分析法な
ど問題を解くことにより
理解を深める D
木材の微生物による分解
林産化学実験 3 3 山 口 彰 木材分析法による主要
黒 田 健 一 成分の分析，クロマトグ
大 井 洋 ラフィーによる成分分析
などの実験を行う O
林産物利用化学のうち，
林産物利用化 2 3 3 黒 田 健 一 特にパルプ製造，木材の
て担十， 劣化妨止，炭化，加水分
解及び抽出などに関して
講述する O
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